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夫の老齢厚生年金

↑

入力セル
150,000

妻自身の老齢厚生年金×1/2=

100,000

妻の遺族厚生年金×2/3=

夫の老齢厚生年金×3/4×2/3=

夫の老齢厚生年金×1/2=

200,000 112,500 75,000

老齢(障害)基礎年金 老齢(障害)基礎年金 老齢(障害)基礎年金

112,500 ⇔ 175,000

注

0となっているのは、、妻自身の老齢厚生年金のほうが算出された妻の遺族厚生年金より多い場合で、元々妻自身の老齢

厚生年金は全額支給されることから、遺族厚生年金としては0支給となり、従って、このような結果になっています。
注

平成6年改正により、老齢

厚生年金の受給権を有す

る65歳以上の配偶者が遺

族厚生年金の受給権者と

なった場合の組み合わせ

で、左記3種類の中からい

ずれかの組み合わせの選

択が可能となっていた。

老齢(障害)基礎年金

平成16年の改正で、平成19年4月からは、Bの

そもそもの遺族厚生年金の額又はCの妻自身の

老齢厚生年金の1/2と妻の遺族厚生年金の2/3

とを合算した額のいずれか高いほうの額につい

て、その中から妻自身の老齢厚生年金が全額支

給され、差額が妻の遺族厚生年金として支給さ

れることとなりました。ただし、平成19年4月

1日以後に65歳になる者が対象です。

}
二重線で

囲まれた

部分が遺

族厚生年

金の額と

なります

↓

いずれか高いほうが実際の遺族厚生年金の額となります　① ↲
妻の遺族厚生年金として実際に支給される額　③=①-②

0

妻自身の老齢厚生年金の額(全額支給)　②

200,000

妻自身の老齢厚生年金
妻の遺族厚生年金=

夫の老齢厚生年金×3/4

175,000

※ 一般的な組み合わせとして、妻が夫の死亡により遺族厚生年金の受給権を取得する場合を例示しています。


